










像上の動物であるリュウも襖絵などでお馴染みの画題となっ いる。動物は神 使いとされるこ も多く、ネズミは大黒天、牛は天神、トラは毘沙門天、ヘビは弁財天、サルは日枝大社 、十二支の でもそのイメージは強い。
　興味深いことに、江戸時代の浮世絵版 には「 」と銘打った揃物が数種類存在するが、それらは動物そのものを描












作画を依頼、絵師の下絵をもとに彫師が板木 完成させ、摺師 摺る、という手順で作成される。画題としては、庶民の大人気の娯楽であった歌舞伎に取材した役者絵、遊女など美しい女性を描いた美人画がまず確立 、歴史上の武将などを描いた武者絵、風景画 花鳥画、子ど 絵など多様な作品が楽しまれるよ になった。ここでは、まずどのような十二支の揃物が確認できるか、主題ごとに例を挙げ、便宜上、アルファベットをつけておく。〈動物自体を描く〉Ⓐ 　礒田湖龍斎画「風流十二支」安永二～四年（一七七三～七五）中判錦絵〈子ども絵〉Ⓑ 　石川豊雅画「十二支」一七七〇年代 　中判錦絵Ⓒ 　礒田湖龍斎画「風流小児十二支」安永二年（一七七三）頃 　中判錦絵
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〈美人画〉Ⓓ 　礒田湖龍斎画「風流十二支」明和七～安永元年（一七七〇～七二） 　中判錦絵Ⓔ 　勝川春潮画「浮世十二支」寛政期（一 八九～一八〇〇） 　中判錦絵Ⓕ 　「風流娘十二支」文化四年（一八〇七） 　中判錦絵Ⓖ 　二代歌川豊国画「風流東姿 　文政（一八一八～三〇）末 　大判錦絵Ⓗ 　二代歌川豊国画「十二支全盛松の粧」 　文政（一八一八～三〇）末 　大判錦絵Ⓘ 　三代歌川豊国・万亭應賀 浮世十二支」弘化頃（一八四四 四八） 　小判錦絵Ⓙ 　三代歌川豊国画「意勢古世身 　見立 直 四～嘉永五年（一 四七～五二） 　大判錦絵Ⓚ 　三代歌川豊国「艶姿花の十二支」元治元年（一八六四） 　大判錦絵〈戯画〉Ⓛ 　歌川国芳画 「道化十二支」 　天保十二年（一八四 ）頃 小判錦絵Ⓜ 　歌川国芳画 「道外十二支」 　安政二年（一八五五） 　小判錦絵〈武者絵〉Ⓝ 　歌川国芳画「武勇見立十二支」 天保十二年（一八四一）頃 　大判錦絵Ⓞ 　歌川国芳画「英雄大倭十二士」 安政元年（一八五四） 　大判錦絵〈役者絵・歌舞伎〉Ⓟ 　歌川国芳画 「美盾十二史」 　弘化 年（一八四五）頃 大判錦絵Ⓠ 　長谷川貞信画（上方絵） 「忠孝十二支之内」嘉永 年（一八四九）頃 　中判錦絵Ⓡ 　五粽亭広貞画（上方絵） 「見立十二支」 　　嘉永四年（一八五一）頃 中判錦絵二枚続
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ついて述べておきたい。Ⓟ 　歌川国芳画 　「美盾十二史」 　弘化二年（一八四五）頃奢侈禁止、風俗粛正をうたった天保改革の出版規制により、天保十三年（一八四二） 、役者絵や色数の多い華美な摺は禁止されたが（役者絵は弘化三年の末ごろから復活し始める） 、この揃物は干支の動物から連想される歌舞伎に取材した内容が大部分を占め、美麗な摺も印象的である 「十二支」を「十二史」と表記したのは、歴史上の人物に関す 、堅い主題であることを印象付ける狙いがあったと思われ が、例えば【図３】 （女形 七代目岩井半四郎を山姥に見立てる）のように似顔表現も用いており、出版規制が行われる中、少しでも従来の役者絵に近い作品を提供し享受者 希望 こたえようとしたと考えられる。Ⓢ 　歌川国芳画 　「見立十二支」 　嘉永五年（一八五二）干支にちなんだ演目や役柄を導き出し、その役に合う役者の似顔絵で描く。主となる人物を大きく、関連する人物をその後ろに描き（ 「亥」のみ役者は一人） タイトルを囲む枠取りに干支の動物を描く形式をとる（ 【図６】参照） 。役者絵は弘化三年（一八四六）末ごろか 復活し、嘉永五年には役者似顔絵を用いた見立揃物が大量に出版され始める。本図もその流れの
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中で出版されており、絵師の国芳がすでにⓅ「美盾十二史」を手掛けているからか、本作は意外性のある発想豊かな図が多く描かれている。Ⓣ 　三代歌川豊国「擬絵当合十二支（絵当合十二支） 」 　嘉永五年（一八五二）干支にちなんだ演目や役柄を導き出し、その役に合う役者の似顔絵で描く。主となる人物のほ こま絵に関連する人物を描き、タイトルを囲む枠取りに役者文様を配する形式をとる（ 【図５】参照） 。国芳のⓈ「見立十二支」と同じく嘉永五年の刊行だが 「卯」 「未」 「戌」の三図については文久元年（一八六一）の検閲印があり、その時期の刊行と思われる。Ⓥ 　二代歌川国貞画「楽屋十二支之内（見立楽屋十二支之内） 」 　万延元年（一八六〇）タイトルに「楽屋」とあるが、舞台上の演出や黒衣の動き等、舞台裏にあたる部分に的を絞って描かれる。例えば「子 の仁木弾正役では花道のスッポン、 「辰」の雪姫では滝を ぼるリュウを黒衣が手で操る様などが描かれる。新藤茂氏によると（註一参照） 、売れ行きが芳し な ったためか「牛」 「卯」 「未」 「犬」の四点については「豊 補助」という落款があり、師匠の三代豊国がテコ入れしたようだとの指摘がある。
　【表２】は役者見立絵の描写を確認するために、主だったシリーズの内容と見立てられる役者を記載したものである。















りや牽牛などの別視点からの図もある。特 Ⓥ 牽牛は 刊行の前年に上演された舞踊劇を題材に、配役もそ まま描いていることから、そ 人気のほどがうかがえよう。③寅
　日本にはいないトラは、中国や朝鮮でのトラ退治の逸話がよく知られており、Ⓝの武者絵では膳巴提便 Ⓥでは歌舞伎の
加藤清正のトラ退治が描かれる。トラ退治で当時よく知られていたのは「国性爺合戦」の和藤内であるが（先述した石川豊雅の子ども絵（Ⓑ）に登場、 【表１】参照） 、幕末の歌舞伎の記録を確認するとこ 場面 は少なく、変化舞踊の一部に取り上げられる程度であり、その結果が見立絵にも反映されたのであろう。Ⓣで描かれる「傾城反魂香」 は 台上に着ぐるみのトラが登場する。また見立絵では大磯の虎（Ⓟ、Ⓡ）や虎蔵（Ⓢ）など、名前からの連想も確認できる。④卯
　山の神とされ、因幡の白兎やかちかち山の昔話が有名なウサギは、歌舞伎では「玉兎」という舞踊劇がよく知られる。だ







る。歌舞伎の場合、具体的にヘビが連想される蛇遣いが複数登場している 、江戸（Ⓟ、Ⓣ）と 方（Ⓡ）で取材狂言や役柄が異なるのは興味深い。 いえば、その執着が白拍子にとりつく「道成寺」がすぐ連想されそう あるが、順当すぎるため、あえて主題として回避されたのだろうか。⑦午
　Ⓚの美人画に描かれるように、一般的な風習としてはまず稲荷神社の祭礼の初午が結び付けられるであろう。歌舞伎では








はよく結び付けられる。美人画のⓀ「艶姿花の十二支」ではヒツジを「執事」と言い換え（江戸の人が「ひ」と「し」を逆に発音する場合があったことも関係していよう） 、奥女中が紙の支度をする様が描かれる。Ⓟの「美盾十二史」の図も手紙の束を入れた「諸国状さし」と書かれた書状入れが描かれており、加えて本図ではお駒の恋人の才三郎が髪結いであるため「紙」から「髪」へと連想が働いたことも読み解きのヒントとなる。国芳の戯画Ⓜ「道外十二支 　かみゆひどこ 　未」にも、紙屑屋が髪結い床に来 という趣向の作 ある。歌舞伎でヒツジが登場する は、Ⓣ、Ⓥ、Ⓡに描かれる「富岡恋山開」 （寛政十年（一七九八）初演） ら で る。見世物小屋 ヒツジ 偽証文を食べ くだりは 寛政年間に行なわれた興行で、女相撲の相手にヒツジが選ばれたことを取り入れてい ヒツジが珍しい存在であったことや 新しいも を積極的に取り込む歌舞伎 作劇法もわかる例であ 。またⓈの図に「未の刻」からの想像で「阿古屋」が描かれ の 面白く、後述するように本シリーズは意外性 あ 作例が多く、その特性がここにも表れている。⑨申
　サルは山王権現の使いとされ、賢いことから猿廻しが芸を仕込むことでもよく知られる。サルはウマを守護する動物とさ





　ニワトリは歌舞伎ではいくつかの演目に登場するが 夜明けを告げる動物という印象が強く Ⓟ、Ⓣ、Ⓥ） 、特におさん
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　【表２】に関する以上の検証をふまえた上で、十二支を描く際の傾向について考えたい。（一）役者絵の主題選択　役者見立絵の場合は、前提として歌舞伎で上演される場面や役柄 選択する場合が多 。 【表２】で比較してみると、美人画（Ⓚ）では初卯詣で、初午、酉の市など、干支の名にちなんだ行事が描かれる傾向にあり、干支からの連想の典型的なものが描かれる印象がある。 「初卯詣で」などは国芳のⓈにも関わってくる 、役者見立絵と重複する部分は少ない。武者絵（Ⓝ）では素戔嗚尊の八岐大蛇退治や 雄略天皇のイノシシの逸話 どにも取材し、古からの神や天皇、武将たちの姿を描き出している点が興味深い。 「卯」の伊賀寿太郎 逸話は役者見立絵（Ⓣ、Ⓥ）でも取り上げられているが、 「子」 頼豪や「丑」の鬼童丸、 「戌」の畑六郎左衛門等の歌舞伎でも登場する人物で 役者見立絵に り上げ れていない点は、歌舞伎ならでは 主題選択ということができよう。個人の逸話を描く武者絵とは異なり、芝居全体の面白さや上演頻度 またその役を当たり役とする役者が るか う点も、浮世絵として描く際に重要であったのである。
十二支の役者見立絵
八七
役者見立絵の場合、特に「子」 （伽羅先代萩） 、 「辰」 （祇園祭礼信仰記） 、 「未」 （富岡恋山開） 、 「申」 （近頃河原達引） 、 「戌」（里見八犬伝） 、 「亥」 （仮名手本忠臣蔵）などは複数の役者見立絵に描かれており、歌舞伎においては、かなりイメージが固定されるものもあることが実感される。（二）動物の描写の有無について
　十二支にちなんだ歌舞伎では、すべての動物が舞台上で演じられる。だが、見立絵の中には動物自体を描かずに、役者の
みを示す例も多く、あくまでも主体は役者であることがわかる。例えば国芳のⓈでは、デザイン的にタイトルを囲む枠に干支の動物を配するのを別にして、動物自体はイヌと掛け軸の中のイノシシしか描かれておらず、三代豊国のⓉでも、 「巳」の図（蛇使いのお六に巻きつくヘビ）しか確認できない。Ⓥの場合は、舞台裏を見せるというコンセプトのため、 「子」「辰」 「午」 「未」 「申」 「戌」の六図には実際の舞台と同じ姿で表現されるが、Ⓡの上方絵でも動物そのものはまったく描かれていない。こ ような傾向から、十二支というのはあくま も枠組みであり、動物が登場する場面を正確に描くというより、役者のブロマイドとしての用途を優先させた手法をとることが明らか なるだろう。（三）役者の見立について
　また役者を見立てる際には、当時の人気役者を主に描いているが 国芳のⓈ「辰」に描かれる五代目瀬川菊之丞や三代目




され、山本勘助の逸話など武者絵の主題になりそうなものも取り入れるのは興味深いが、特にⓈの「見立十二支」は定番と思われる演目をわざと外して選んでいるよう 感じられる。次に挙げるように、様々な工夫がある。・干支に関する行事＝初卯詣で 　「卯」小さん、金五郎・信仰＝酉年の守り神の不動明王 　「酉」綱五郎・刻限の名称＝丑 刻参り 　「丑」平内左衛門
　　　　　　　未の刻 　「未」阿古屋
・名前からの連想＝「辰」お辰
　　　　 「申」猿嶋惣太　　 「亥」亥之助　こうした例から、 「見立十二支」が他のシリーズとは選択基準がかなり異なることが見て取れる。また【図６】として直
近の芝居に取材した例を挙げたように、記憶に新しい演目を取り上げることで、享受者の興味を引くことにも成功したのではないだろうか。Ⓟ「美盾十二史」と 重複を避けこのような主題選択をした可能性もあるが、十二支という枠組みを自在に活用した国芳の個性もま 、浮き彫りになるのである。
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凡
例
　
一
、
役
者
名
の
代
数
は
〈
　
〉
内
に
記
載
し
た
　
二
、
図
と
同
じ
配
役
で
の
上
演
が
確
認
で
き
る
場
合
の
み
※
を
伏
し
て
示
し
た
三
、
干
支
ご
と
に
記
載
し
、
上
段
に
は
図
に
記
さ
れ
る
タ
イ
ト
ル
、
役
名
、
役
者
名
、
下
段
に
は
「
　
」
内
に
取
材
し
た
演
目
を
記
し
描
か
れ
る
内
容
の
解
説
を
記
し
た
十
二支
【
美
人
画
】
Ⓚ
艶
姿
花
の
十
二
支
【
武
者
絵
】
Ⓝ
武
勇
見
立
十
二
支
【
歌
舞
伎
】
Ⓟ
美
盾
十
二
史
【
役
者
見
立
絵
】
Ⓢ
見
立
十
二
支
【
役
者
見
立
絵
】
Ⓣ
擬
絵
当
合
十
二
支
【
役
者
見
立
絵
】
Ⓥ
楽
屋
十
二
支
之
内
【
役
者
見
立
絵
】
Ⓡ
見
立
十
二
支
（
上
方
）
子
子
の
日
小
ま
つ
引
頼
豪
雪
姫
荒
獅
子
男
之
助
＝
市
川
團
十
郎
〈
8〉
仁
木
弾
正
＝
市
川
海
老
蔵
〈
5〉
荒
獅
子
男
之
助
＝
市
川
團
十
郎
〈
8〉
仁
木
弾
正
＝
松
本
幸
四
郎
〈
５
〉
仁
木
弾
正
＝
初
代
河
原
崎
権
十
郎
〈
1〉
鉄
之
助
＝
中
村
歌
右
衛
門
〈
4〉・
斎
原
＝
五
代
目
市
川
海
老
蔵
〈
5〉
正
月
の
子
の
日
の
遊
び
怪
鼠
と
な
り
延
暦
寺
の
経
典
を
食
い
荒
ら
す
「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」
祖
父
雪
舟
の
故
事
に
倣
い
花
び
ら
を
集
め
足
で
鼠
を
描
く
「
伽
羅
先
代
萩
」
仁
木
弾
正
が
ネ
ズ
ミ
の
妖
術
を
使
う
「
伽
羅
先
代
萩
」
仁
木
弾
正
が
ネ
ズ
ミ
の
妖
術
を
使
う
「
伽
羅
先
代
萩
」
仁
木
弾
正
が
ネ
ズ
ミ
の
妖
術
を
使
う
「
伽
羅
先
代
萩
」
仁
木
弾
正
（
上
方
で
は
斎
原
勘
解
由
と
す
る
こ
と
が
多
い
）
が
ネ
ズ
ミ
の
妖
術
を
使
う
丑
牛
御
前
の
ち
ら
し
鬼
童
丸
桜
丸
粂
の
平
内
左
衛
門
＝
嵐
吉
三
郎
〈
３
〉・
松
若
丸
＝
中
村
福
助
か
舎
人
桜
丸
＝
坂
東
竹
三
郎
〈
１
〉
女
房
八
重
＝
岩
井
粂
三
郎
〈
３
〉
牽
牛
星
＝
河
原
崎
権
十
郎
〈
1〉・
よ
ば
い
星
＝
市
川
小
團
次
〈
4〉
し
よ
う
じ
よ
う
＝
三
枡
大
五
郎
〈
4〉・
梅
王
丸
＝
片
岡
我
童
〈
2〉
牛
の
御
前
（
向
島
の
牛
島
神
社
）
の
撫
で
牛
源
頼
光
を
討
つ
べ
く
市
原
野
で
牛
の
皮
を
か
ぶ
り
待
ち
伏
せ
る
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
牛
車
で
斎
世
親
王
と
苅
屋
姫
を
逢
引
さ
せ
る
「
隅
田
川
花
御
所
染
」
平
内
左
衛
門
が
丑
の
刻
参
り
を
す
る
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
加
茂
堤
の
場
。
牛
車
で
斎
世
親
王
と
苅
屋
姫
を
逢
引
さ
せ
る
「
日
月
星
昼
夜
織
分
」
七
夕
の
晩
、
牽
牛
と
織
女
の
逢
引
の
さ
な
か
雷
夫
婦
の
喧
嘩
を
注
進
す
る
□ ※
安
政
６
年
９
月
市
村
座
「
日
月
星
昼
夜
織
分
」
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
天
拝
山
の
場
面
。
黒
牛
に
乗
り
安
楽
寺
へ
と
向
か
う
。
※
ふ
つ
う
は
梅
王
丸
で
は
な
く
白
太
夫
寅
寅
の
日
の
さ
ん
け
い
膳
臣
巴
提
便
曽
我
十
郎
祐
成
虎
蔵
＝
岩
井
粂
三
郎
〈
3〉・
鬼
一
＝
関
三
十
郎
〈
3〉
土
佐
将
監
＝
森
田
勘
弥
〈
11〉・
吃
又
平
＝
市
川
小
團
次
〈
4〉
佐
藤
正
清
＝
片
岡
仁
左
衛
門
〈
8〉
曽
我
十
郎
＝
三
枡
大
五
郎
〈
4〉・
曽
我
五
郎
＝
嵐
璃
珏
〈
2〉
十二支の役者見立絵
九七
毘
沙
門
天
詣
で
（
聖
徳
太
子
が
物
部
守
屋
を
討
つ
際
毘
沙
門
天
に
祈
り
勝
利
し
た
の
が
寅
の
年
、
日
、
刻
）
百
済
で
我
が
子
を
襲
っ
た
ト
ラ
を
退
治
す
る
「
寿
曽
我
対
面
」
恋
人
の
名
が
大
磯
の
虎
「
鬼
一
法
眼
三
略
巻
」
名
前
の
虎
蔵
「
傾
城
反
魂
香
」
屏
風
に
描
か
れ
た
ト
ラ
が
抜
け
出
る
□ ※
嘉
永
元
年
３
月
市
村
座「
昔
語
稲
妻
帖
」 「
八
陣
守
護
城
」
朝
鮮
出
兵
の
折
の
加
藤
清
正
の
虎
退
治
の
伝
承
十
郎
の
恋
人
の
名
が
大
磯
の
虎
で
、
虎
が
石
を
担
ぐ
姿
卯
は
つ
卯
の
お
ご
り
伊
賀
寿
太
良
足
柄
山
の
姥
＝
岩
井
半
四
郎
〈
7〉
金
五
郎
＝
市
川
團
十
郎
〈
8〉・
小
さ
ん
＝
坂
東
し
う
か〈
1〉
平
太
郎
良
門
＝
市
川
市
蔵
〈
3〉・
伊
賀
寿
太
郎
＝
坂
東
亀
蔵
〈
1〉
平
太
郎
良
門
＝
中
村
芝
翫
〈
4〉
山
う
ば
＝
山
下
金
作
〈
4〉・
怪
童
ま
る
＝
中
村
玉
七
〈
1〉
亀
戸
妙
義
社
の
初
卯
詣
で
（
正
月
の
初
め
て
の
卯
の
日
に
参
詣
す
る
）
相
馬
良
門
と
天
下
を
狙
う
密
約
を
交
わ
し
、
金
烏
玉
兎
に
擬
え
鴉
と
兎
の
血
を
ま
ぜ
た
酒
を
飲
む
「
嫗
山
姥
」
怪
童
丸
と
遊
ぶ
足
柄
山
の
ウ
サ
ギ
□ ※
嘉
永
３
年
９
月
中
村
座「
盟
結
艶
立
額
」 「
英
う
と
ふ
一
諷
」
相
馬
良
門
が
放
っ
た
矢
で
玉
兎
石
が
二
つ
に
割
れ
る
「
英
う
と
ふ
一
諷
」
相
馬
良
門
が
放
っ
た
矢
で
玉
兎
石
が
二
つ
に
割
れ
る
「
嫗
山
姥
」
怪
童
丸
と
遊
ぶ
足
柄
山
の
ウ
サ
ギ
辰
し
か
け
の
も
や
う
の
た
つ
素
盞
雄
尊
辰
夜
叉
姫
徳
兵
衛
女
房
お
た
つ
＝
瀬
川
菊
之
丞〈
5〉・
釣
船
三
婦
＝
坂
東
三
津
五
郎
〈
3〉
松
永
大
膳
＝
嵐
吉
三
郎
〈
3〉・
狩
野
の
雪
姫
＝
尾
上
梅
幸
〈
4〉
雪
姫
＝
中
村
芝
翫
〈
4〉
か
大
膳
＝
中
村
歌
右
衛
門〈
4〉・
雪
姫
＝
中
山
南
枝
〈
2〉
着
物
に
竜
を
描
く
八
岐
大
蛇
退
治
名
前
が
辰
夜
叉
姫
「
夏
祭
浪
花
鑑
」
名
前
が
お
た
つ
「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」
名
刀
倶
梨
伽
羅
丸
の
奇
瑞
で
竜
が
現
れ
る
□ ※
嘉
永
３
年
９
月
市
村
座
「
月
雪
花
蒔
絵
見
台
」
「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」
名
刀
倶
梨
伽
羅
丸
の
奇
瑞
で
竜
が
現
れ
る
「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」
名
刀
倶
梨
伽
羅
丸
の
奇
瑞
で
竜
が
現
れ
る
巳
巳
　
江
の
し
ま
べ
ん
て
ん
仁
田
四
良
土
手
の
お
六
唐
木
政
右
衛
門
＝
中
村
歌
右
衛
門
〈
4〉・
沢
井
又
五
郎
＝
松
本
幸
四
郎
〈
6〉
土
手
の
於
六
＝
岩
井
半
四
郎
〈
5〉・
道
心
者
願
哲
＝
松
本
幸
四
郎
〈
6〉
石
登
米
武
助
＝
中
村
芝
翫
〈
4〉
じ
ね
ん
生
お
さ
ん
＝
中
村
大
吉
〈
3〉・
山
形
屋
儀
平
＝
中
村
雀
右
衛
門
〈
1〉・
蛇
遣
イ
お
市
弁
財
天
の
使
い
が
白
蛇
と
さ
れ
る
頼
朝
の
命
で
富
士
の
人
穴
を
探
索
、
蛇
に
出
遭
う
「
杜
若
艶
色
染
」
両
国
の
見
世
物
小
屋
の
女
蛇
使
い
「
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
」
巳
年
生
ま
れ
の
男
児
の
血
で
眼
病
治
癒
／
蛇
が
二
つ
に
切
ら
れ
刀
の
あ
り
か
が
発
覚
「
杜
若
艶
色
染
」
両
国
の
見
世
物
小
屋
の
女
蛇
使
い
「
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
」
巳
年
生
ま
れ
の
男
児
の
血
で
眼
病
治
癒
／
蛇
が
二
つ
に
切
ら
れ
刀
の
あ
り
か
が
発
覚
「
傾
城
染
分
総
」
女
蛇
遣
い
十二支の役者見立絵
九八
午
は
つ
う
ま
ま
つ
り
曽
我
五
良
お
み
わ
辰
夜
叉
＝
坂
東
し
う
か
〈
1〉・
良
門
＝
市
川
團
十
郎
〈
8〉
小
栗
兼
氏
＝
中
村
福
助
〈
1〉・
照
手
姫
＝
尾
上
菊
次
郎
〈
2〉
奴
小
ま
ん
＝
沢
村
田
之
助
〈
3〉
熊
谷
次
郎
＝
尾
上
多
見
蔵
〈
2〉・
無
官
太
夫
敦
盛
＝
嵐
璃
珏
〈
2〉
稲
荷
神
社
の
祭
礼
で
あ
る
二
月
の
初
午
を
描
く
馬
に
乗
り
兄
十
郎
の
も
と
へ
急
ぐ
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓
」
御
殿
で
官
女
た
ち
に
馬
子
唄
を
う
た
わ
さ
れ
る
平
将
門
や
相
馬
氏
（
良
門
）
が
用
い
た
繋
ぎ
馬
の
紋
「
世
界
花
小
栗
外
伝
」
馬
芸
に
秀
で
、
鬼
鹿
毛
と
い
う
荒
馬
を
手
な
ず
け
る
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
関
の
小
万
「
一
谷
嫩
軍
記
」
黒
い
馬
に
乗
る
熊
谷
と
敦
盛
。
未
執
事
（
し
つ
じ
）
の
御
や
か
た
関
羽
白
木
屋
お
こ
ま
阿
古
屋
＝
岩
井
粂
三
郎
〈
3〉・
岩
永
宗
連
＝
五
代
目
市
川
海
老
蔵
〈
5〉
玉
屋
新
兵
衛
＝
片
岡
我
童
〈
2〉・
産
毛
の
金
太
郎
＝
中
村
福
助
〈
2〉
か
茨
原
の
藤
兵
衛
＝
嵐
冠
五
郎
〈
1〉・
玉
屋
新
兵
衛
＝
市
川
市
蔵
〈
3〉
う
ぶ
毛
の
金
太
郎
＝
実
川
延
三
郎
〈
1〉・
玉
屋
新
兵
衛
＝
片
岡
我
童
〈
2〉
奥
女
中
の
姿
。
ヒ
ツ
ジ
が
紙
を
好
む
こ
と
に
ち
な
み
、
紙
の
支
度
を
す
る
様
を
描
く
典
拠
不
明
「
恋
娘
昔
八
丈
」
お
駒
の
恋
人
才
三
郎
は
髪
結
い
（
紙
と
髪
を
か
け
る
）
／
状
さ
し
に
多
く
の
手
紙
「
壇
浦
兜
軍
記
」
遊
女
阿
古
屋
が
恋
人
で
あ
る
景
清
の
詮
議
を
受
け
る
刻
限
が
未
の
刻
「
富
岡
恋
山
開
」
見
世
物
の
ヒ
ツ
ジ
が
偽
証
文
を
食
べ
る
「
富
岡
恋
山
開
」
見
世
物
の
ヒ
ツ
ジ
が
偽
証
文
を
食
べ
る
「
富
岡
恋
山
開
」
見
世
物
の
ヒ
ツ
ジ
が
偽
証
文
を
食
べ
る
申
さ
る
若
の
ひ
や
う
ば
ん
孫
悟
空
與
次
郎
猿
嶋
惣
太
＝
尾
上
菊
五
郎
〈
3〉・
清
玄
尼
＝
岩
井
半
四
郎
〈
5〉
猿
廻
シ
与
次
郎
＝
尾
上
多
見
蔵
〈
2〉・
芸
者
お
し
ゆ
ん
＝
岩
井
半
四
郎
〈
6〉
猿
廻
シ
与
次
郎
＝
市
川
小
團
次
〈
4〉
与
次
郎
＝
中
村
歌
右
衛
門
〈
4〉・
つ
り
か
ね
や
権
兵
衛
＝
中
村
友
三
〈
2〉・
井
づ
ゝ
や
五
郎
兵
衛
＝
市
川
市
友
〈
1〉・
わ
ち
か
い
や
八
兵
衛
＝
中
山
文
五
郎
〈
1〉
浅
草
に
あ
っ
た
芝
居
町
、
猿
若
町
で
の
歌
舞
伎
見
物
『
西
遊
記
』
に
見
ら
れ
る
猪
八
戒
と
の
決
闘
の
場
面
「
近
頃
河
原
達
引
」
与
次
郎
は
猿
廻
し
「
隅
田
川
花
御
所
染
」
名
前
が
猿
嶋
惣
太
「
近
頃
河
原
達
引
」
与
次
郎
は
猿
廻
し
「
近
頃
河
原
達
引
」
与
次
郎
は
猿
廻
し
□ ※
嘉
永
３
年
５
月
中
村
座
「
猿
廻
門
出
の
一
諷
」
「
近
頃
河
原
達
引
」
与
次
郎
は
猿
廻
し
十二支の役者見立絵
九九
酉
酉
の
ま
ち
怪
童
丸
宿
根
太
郎
綱
五
郎
＝
市
川
團
十
郎
〈
8〉
三
荘
太
夫
＝
片
岡
市
蔵
〈
1〉・
娘
お
さ
ん
＝
沢
村
田
之
助
〈
3〉
松
月
尼
＝
中
村
芝
翫
〈
4〉
淀
屋
辰
五
郎
＝
片
岡
我
童
〈
2〉・
け
い
せ
い
吾
妻
＝
中
村
大
吉
〈
3〉
浅
草
の
鷲
神
社
の
酉
の
市
（
十
一
月
の
酉
の
日
に
開
催
さ
れ
る
）
鶏
合
の
行
司
を
つ
と
め
る
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
菅
相
丞
を
出
立
さ
せ
る
た
め
鶏
に
夜
明
け
を
告
げ
さ
せ
る
「
源
氏
模
様
娘
雛
形
」
綱
五
郎
を
救
う
不
動
明
王
が
酉
年
の
守
護
神
「
由
良
湊
千
軒
長
者
」
三
荘
太
夫
の
悪
事
の
因
果
で
娘
お
さ
ん
が
鶏
娘
に
な
る
「
天
満
宮
菜
種
御
供
」
妹
の
恋
人
斎
世
親
王
に
恋
慕
、
鶏
に
夜
明
け
を
告
げ
さ
せ
ま
い
と
し
て
自
ら
が
鶏
に
変
化
□ ※
万
延
元
年
７
月
中
村
座
「
天
満
宮
利
生
神
籬
」
「
け
い
せ
い
揚
柳
桜
」
足
利
家
御
用
達
の
淀
屋
長
五
郎
が
金
鶏
の
印
と
軍
資
金
を
栄
飛
騨
守
に
差
し
出
す
戌
御
い
ぬ
の
り
や
く
畑
六
良
左
エ
門
犬
田
小
文
吾
神
谷
伊
右
衛
門
＝
市
川
團
十
郎
〈
8〉・
秋
山
長
兵
衛
＝
市
川
広
五
郎
里
見
伏
姫
＝
坂
東
し
う
か
〈
1〉・
金
鞠
大
輔
＝
沢
村
長
十
郎
〈
5〉
犬
塚
信
乃
＝
市
村
羽
左
衛
門
〈
13〉
勇
利
金
太
＝
中
村
友
三〈
2〉・
ぬ
か
助
＝
中
村
歌
右
衛
門
〈
4〉・
信
乃
＝
片
岡
我
童
〈
2〉
水
天
宮
の
安
産
祈
願
（
狛
犬
の
像
が
描
か
れ
る
）
犬
を
使
い
足
利
の
城
を
お
と
す
逸
話
が
『
太
平
記
』
に
見
ら
れ
る
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
八
犬
士
の
一
人
で
一
番
の
勇
力
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
夢
の
場
伊
右
衛
門
と
田
舎
娘
（
お
岩
）
が
出
逢
う
場
面
で
登
場
「
里
見
八
犬
伝
」
里
見
家
の
伏
姫
が
犬
の
八
房
と
富
山
で
暮
ら
し
八
つ
の
玉
を
身
ご
も
る
□ ※
嘉
永
５
年
１
月
市
村
座「
里
見
八
犬
伝
」 「
里
見
八
犬
伝
」
八
犬
士
の
一
人
で
、
飼
い
犬
の
与
四
郎
の
首
を
斬
る
と
「
孝
」
の
文
字
の
玉
が
飛
び
出
る
「
里
見
八
犬
伝
」
信
乃
の
隣
人
の
糠
助
は
八
犬
士
の
一
人
、犬
飼
現
八
の
父
。
大
塚
村
の
場
亥
亥
の
日
の
し
ん
こ
う
雄
略
天
皇
山
本
勘
助
晴
吉
亥
之
助
＝
沢
村
長
十
郎
〈
5〉
斧
定
九
郎
＝
市
川
海
老
蔵
〈
5〉・
早
野
勘
平
＝
尾
上
菊
五
郎
〈
3〉
斧
定
九
郎
＝
市
川
市
蔵
〈
3〉
仁
田
四
郎
＝
市
川
当
升〈
1〉・
十
郎
祐
成
＝
実
川
延
三
郎
〈
1〉
掛
軸
に
描
か
れ
る
摩
利
支
天
（
仏
教
の
守
護
神
で
イ
ノ
シ
シ
に
乗
る
姿
が
描
か
れ
る
）
『
日
本
書
紀
』
に
猪
を
踏
み
殺
す
逸
話
が
あ
る
猪
狩
り
の
際
に
眼
を
負
傷
「
升
鯉
滝
白
籏
」
名
前
が
亥
之
助
。
掛
軸
に
描
か
れ
る
摩
利
支
天
が
イ
ノ
シ
シ
に
乗
っ
て
描
か
れ
る
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
猟
師
と
な
っ
た
勘
平
が
猪
と
間
違
え
て
定
九
郎
を
撃
つ
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
猟
師
と
な
っ
た
勘
平
が
猪
と
間
違
え
て
定
九
郎
を
撃
つ
「
け
い
せ
い
曽
我
鎌
倉
」
仁
田
四
郎
は
富
士
の
御
巻
狩
で
の
イ
ノ
シ
シ
退
治
の
逸
話
が
著
名
